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コロナ禍で教育にも大きな影響
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https://en.unesco.org/covid19/educationresponse

学校が閉鎖された期間



コロナ禍が契機となり教育の情報化が加速
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図の出典「EDUCAUSE Learning Initiative (ELI) meeting 2020」より抜粋

促進検討 検証・改善 New Normal
計画

オンライン
学習実践へ

オンライン教育の
準備と展開

調査・分析に基づ
いて改善策を模索

新しい技術，教育手法，
コミュニケーション手段，
支援策の開発
オンライン授業へ展開

暗中模索の中・・・

・LMS（学習管理システム）の導入
・ビデオ会議システムの授業利用

・教育データの収集・利活用
・データ駆動型教育の実現へ



New Normal時代の教育への期待
• LMSデータへの注目

-学習者の取り組み状況を計測可能？
-「本当に取り組んでいるのか」，「積極的に学習をしているの
か」を把握することは可能？

-教室授業と同じように，オンライン学習で困難に直面している
学習者を特定可能？

•インフォーマル学習も含む包括的な支援の必要性
-フォーマル学習（授業内学習）とインフォーマル学習（授業外
学習）のシームレスな接続

-インフォーマル学習を通して学びの深化，拡張を支援
-主体的な学び，自律的な学びを支援
-学習エコシステム，デジタルキャンパスの実現
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学習分析による教育・学習支援
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処理基盤

教育データ
推薦:

補助教材
関連教材

予測:
成績

可視化:
学生の活動状況

推薦:
授業スピード

教師

学生

学生
変化検出

モデル化

予測技術

他のクラス

家

学習・教育
データを収集

現場に
フィード
バック

学習・教育
データ分析

要約版教材自動生成

閲覧状況リアルタイム可視化
学習活動ログによる成績予測

テストの即時分析

2015～
2019



学習エコシステム
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JST AIP加速課題
2019～2021

学習分析
教育現場

学習環境

学習者

事前
学習

弱点
発見

弱点
克服

相互
評価

学習要点
蓄積

学習要点
共有

意欲
向上

教育・学習を
総合支援

事後
学習

授業や他者の状況
を把握して，自分
の学習方略を改善

他者との学び
の共有を通し
て自身の学習
を深化・拡張

自らが教育データ
サイエンティスト
となり，主体的な
学びの姿勢を継続

教育学習活動を包括的に
支える学習分析基盤を実現



研究成果概要
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システム系

ツール系 分析系

大学の運用システムとの
円滑な連携プロトコル確立



学習エコシステム
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学習分析
教育現場

学習環境

学習者

事前
学習

弱点
発見

弱点
克服

相互
評価

学習要点
蓄積

学習要点
共有

意欲
向上

教育・学習を
総合支援

事後
学習

授業や他者の状況
を把握して，自分
の学習方略を改善

他者との学び
の共有を通し
て自身の学習
を深化・拡張

自らが教育データ
サイエンティスト
となり，主体的な
学びの姿勢を継続

教育学習活動を包括的に
支える学習分析基盤を実現



リアルタイム学習ダッシュボード
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• リアルタイムに
収集される操作ログ

• レスポンスログ

教育データ（LMS，eBook）

学習ダッシュボード

• 過去の操作ログ
• テキスト情報
• 教材登録情報

• 教材の単語抽出
• 類似教材の特定
• 過去講義の学習行動

事前処理

• 学生ごとの学習状況
• クラス全体の学習状況

リアルタイム処理

講義中に繰り返し実行
フィードバック



対面授業とオンライン授業の比較
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対面授業 オンライン授業

複数のツールを同時利用
教師も学生も周りの状況の把握困難

LMS

ビデオ会議

デジタル教材

ダッシュボード

学生：デジタル教材を閲覧

教師：受講者全体の状況
を確認しながら講義進行



統合学習環境
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デジタル教材

チャット

ダッシュボード

教師も学生も利用可能
授業の進行状況／他者の学習状況の把握
見落としの発見／重要箇所の発見を支援

複数の独立した教育システムを機能的に配置
バックエンドでシステム間のデータ連携が可能



ダッシュボードの機能と効果
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受講状況

ページ閲覧分布 注目領域
教師の説明
ページ

多くの学生
が同じペー
ジを閲覧中

分かった／わからない
の反応

説明中の
ページ

代表的な機能

効果

時間

導入後

導入前

ページアクション（マーカー，メモなど）が増加

教師の説明ページとの同期率が上昇

教員とのページ差 ページアクション



ダッシュボード利用の影響分析
学習ダッシュボード活用の有無による小テスト点数の比較

13

コース
活用した学生 活用しなかった学生

p値
学生数 平均 標準偏差 学生数 平均 標準偏差

A 56 14.61 3.18 93 14.75 4.00 0.818

B 36 12.97 2.69 99 11.81 3.52 0.078*

C 56 13.11 4.43 39 12.77 3.21 0.688

D ー ー ー 99 13.33 3.14 ー

E ー ー ー 127 14.04 4.03 ー

p∗ < .1

• 学習ダッシュボード活用の有無は成績に大きな影響を与えない
• 学習ダッシュボード活用による負担が学習成績へ悪影響を及ぼす
可能性は低い

学習ダッ
シュボー
ドを導入

導入しな
いコース



復習支援ダッシュボード
•小テストの結果

-自分の解答状況
-クラス全体との比較

•学習時間
-ページごとの閲覧時間
-他の学習者の平均閲覧時間

•復習教材提示
-小テストで間違った設問
-関連する教材の提示
-関連するWebページの提示
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関連教材の自動抽出
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約90%の精度で関連ページを
上位5位以内で抽出可能

ページ内の各単語をWord2Vecでベクトル化
TF-IDF値で加重平均

…

小テストの設問文

…

…

類似度計算



学習効果の分析
•小テスト

-教材を学習後に実施
- 6種の教材を対象
∴6回実施

•小テスト受験の3～4
日後に30分程度復習
- Group A：復習ダッシ
ュボードを利用

- Group B：自力で復習

•総まとめテスト
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小テストの正答率

総
ま
と
め
テ
ス
ト
の
正
答
率

復習用情報のフィードバックによる学習効果向上が示唆

Group A
Group B



学習要点記事の投稿
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トピック

学習アドバイザによるレビュー

承認 or 差戻 TA

LGC: Learner Generated Contents

質保証の仕組み

写真・画像
自由記述文

大学図書館

学生

投稿数：1178件
公開数：1098件
※2021年9月現在

デジタルリポジトリを介した
学び合い／教え合い環境の提供

Learning 
Repository

記事を投稿

他者が読む
ことを意識

記事を閲覧

他者の観点
から学習



Teaching botシステム
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Learning 
Repository

○○の理解が
困難・・・

大量の記事群から
ニーズに適した記事
を探すのは大変

学習記事分析
• トピック分類
• ジャンル分け
 基礎，応用，まとめ

• カタログ化

学習記事推薦
• ニーズ分析
• 対話による絞り込み

記事検索
• キーワード入力
• 記事選択
• 再検索のための反応
 所望の内容に近い
 遠い

• 記事の評価 利用者との数回の対話で
ニーズとシーズをマッチ
ングさせ，精度の高い記
事の推薦を実現



Topic Pickerによる学習記事投稿促進
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学習者改良後(分析・促しシステム追加)

データ
取得

データ
取得

記事推薦

記事投稿

投稿促し ○○を投稿し
て欲しいのか!

メタ理解スキルDB，
Teaching Botのデータ分析
• トピックの偏り分析
• 学習者が求めるトピック推定

投稿を促すためのランキング提示
• トピックの偏りを回避
• 多様な観点の学習記事の収集成功



Metaboard
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開発したLAツールを一元的に管理する受け皿
学習者自身の活動分析や比較を行えるツールを提供



リーディングパス
•受講者全体と自分自身で学習行動を比較

-メモ，マーカー，閲覧時間，読み進め方
•学習方法や方針に対して内省促進を目的
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ページごとの学習状況
左：コース全体
右：自分

教材ごとの学習状況
・閲覧時間
・メモ，マーカ数
・ページ遷移
・遷移回数，方向

コース全体 自分



リーディングパスの評価
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学習内容・方略に関
する知識の変化

学習方略を使って学
習管理をする意識の

変化

理解レベル

メタ認知全体の変化

行動の変化

視覚的魅力

＋

0.300*

-0.337*

正の影響 負の影響

MBで提示された情
報を理解する程度

MBの利用を通じて、
学習意欲、行動を積
極的に変化する傾向

グラフなどの視覚的要
素の簡潔性、適切性な
どを感じている程度

可視化された情報を自分の学
習行動指針に充てられた学生

メタ認知の改善が見られた

リーディングパス利用者

• 普段の学習行動も活発
• 成績が統計的有意に高い

自己調整がうまくできるようになり，
学習成果が改善されることが期待できる



まとめ
学習者主体型教育の実現に向けた学習分析基盤の構築
•学習支援

-リアルタイム学習ダッシュボードによるフォーマル学習支援
-復習支援ダッシュボードによるインフォーマル学習支援

•学習要点記事の収集・配信
-時間・空間を越えた学習者の教え合い・学び合いの場
- AIシステムとの対話を通して学習ニーズとシーズをマッチング

• Metaboard
-教育データサイエンティスト育成のためのプラットフォーム
-データ分析に基づいて内省促進，メタ認知の改善

•今後の展開
-教育データ利活用促進のために学習分析技術のオープン化
-学習エコシステムとしての有効性を継続評価
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